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広報あぐい　２００９年４月１５日号

　３月５日に開かれた平成 ２１ 年阿久比町議会第

１回定例会の冒頭で竹内啓二町長は、平成 ２１ 年

度の町政運営について所信表明を述べました。

（抜粋）

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た

金
融
危
機
は
、
金
融
と
消
費
の
世
界
的
大

混
乱
を
引
き
起
こ
し
、
世
界
の
経
済
環
境

を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
世
界
経
済
は
マ

ネ
ー
経
済
の
萎
縮
か
ら
、
貿
易
、
投
資
、

消
費
な
ど
が
縮
小
し
、
世
界
市
場
は
急
速

に
冷
え
込
み
、
現
在
は
、「
百
年
に
一
度

の
津
波
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
世
界
同
時

不
況
の
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
本
町
の
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
他
の
地
方
公
共
団
体
と
比

較
し
健
全
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま

す
が
、
一
方
で
町
民
が
安
心
し
て
生
活
を

営
む
た
め
の
社
会
環
境
の
整
備
充
実
を
早

急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
な
ど
課
題
も
多

く
、
今
後
も
行
政
需
要
は
更
に
増
大
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

国
県
支
出
金
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

引
き
続
き
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
本

町
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
真
に
必
要
な

事
業
を
選
択
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

配
分
を
行
う
事
と
し
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
環
境
を
踏
ま
え
て
、
自
律

し
て
い
く
た
め
の
行
政
改
革
を
テ
ー
マ
と

す
る
第
三
次
阿
久
比
町
行
政
改
革
大
綱
に

定
め
た
「
経
費
の
圧
縮
」、「
行
政
の
ス
リ

ム
化
」、「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」
を
実

現
す
る
た
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
経
営

感
覚
を
持
ち
、
全
職
員
の
英
知
と
創
意
を

結
集
し
、
第
四
次
総
合
計
画
の
第
七
年
次

と
し
て
「
調
和
の
中
で　

豊
か
に
実
る
ま

ち　

阿
久
比
」
を
目
指
す
事
務
事
業
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
都
市
的
魅
力

と
豊
か
な
自
然
の
調
和
」、「
住
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
生
き
が
い
と
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
暮
ら
し
の
実
現
」
の
た
め

に
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、「
安
全
、

安
心
、
安
定
」
を
旗
印
に
、
次
に
掲
げ
る

施
策
を
目
標
に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

①　

教
育
環
境
の
整
備

　

安
全
な
教
育
施
設
の
整
備
と
、
幼
・
保
・

小
・
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
や
生
涯
学
習
の
各
種
事
業
内

容
の
充
実
を
図
る
。

②　

地
域
福
祉
の
増
進

　

乳
幼
児
･
児
童
へ
の
子
育
て
支
援
と
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
く
施
策
を

推
進
し
、
健
康
づ
く
り
事
業
や
保
健
事
業

な
ど
各
種
事
業
の
積
極
的
な
展
開
を
図
る
。

③　

生
活
環
境
の
整
備

　

道
路
整
備
、
市
街
地
整
備
、
河
川
浄
化
、

治
山
・
治
水
、
防
犯
、
防
災
対
策
な
ど
の

安
全
・
安
心
対
策
の
促
進
と
、
ご
み
減
量

化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
循
環
型
社
会
の

形
成
に
努
め
、
快
適
で
便
利
な
生
活
環
境

の
整
備
を
図
る
。

④　

産
業
の
振
興

　

商
工
業
の
発
展
と
安
定
の
た
め
の
支
援

と
、
農
産
物
地
場
生
産
品
の
地
産
地
消
を

図
る
。

⑤　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
と
、
町
政

情
報
の
積
極
的
な
提
供
な
ど
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
。

　

以
上
五
項
目
の
施
策
を
も
と
に
、
バ
ラ

ン
ス
あ
る
発
展
と
住
民
福
祉
向
上
に
全
力

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
民
の

生
活
を
守
る
べ
き
、
幾
多
の
要
望
に
適
切

に
対
応
し
て
い
く
所
存
で
す
。（
歳
入
歳
出

予
算
内
容
は
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
）

　

財
政
厳
し
い
中
で
す
が
、
現
状
維
持
に

心
掛
け
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
ま
ね
か

な
い
こ
と
に
留
意
し
ま
し
た
。
少
し
で
も

町
民
の
暮
ら
し
の
中
で
の
不
安
を
和
ら
げ
、

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
た
節
減
合
理
化

を
図
り
、
自
主
財
源
の
拡
大
と
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
方
行
政
は
地
方
分
権
型
社
会
の
構
築

と
い
っ
た
大
き
な
流
れ
の
中
に
あ
り
ま
す
。

地
域
の
こ
と
は
地
方
公
共
団
体
が
自
主

性
・
自
立
性
を
も
っ
て
自
ら
の
判
断
と
責

任
の
下
に
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
行
政
を

行
っ
て
い
け
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
一
方
、

地
域
間
格
差
を
拡
大
さ
せ
る
要
因
に
も
な

り
、
自
治
体
間
競
争
が
激
化
し
か
ね
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
こ
と
を

認
識
し
た
上
で
、
阿
久
比
町
の
発
展
の
た

め
に
、
最
善
を
尽
く
し
て
山
積
す
る
課
題

に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
。

　

議
員
各
位
の
ご
指
導
ご
理
解
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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